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＜略歴＞
2008年4月、成田国際空港株式会社入社。事務系総合職として、
会社の組織・情報管理、空港内の広告管理、空港会社直営施設の運営、旅客
ターミナルビルの運営、施設使用料等の料金策定及び徴収管理、ビジネス
ジェットターミナルの運営、海外空港の運営事業等に従事。2012年から
2014年まで、全日本空輸株式会社に出向し、旅客業務や危機管理業務等も
経験。2021 年 10月より運輸総合研究所に出向し、同月よりワシントン国際
問題研究所に赴任。北米を中心とした欧米の航空分野及び観光分野に
おける政策や最新動向について調査・研究を実施。早稲田大学法学部卒。

＜ 講師ご紹介 ＞
運輸総合研究所 第151回運輸政策コロキウム～ワシントンレポート XV～
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